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新型コロナウイルス感染症の発生状況を踏まえた県立学校等における 

感染拡大防止対策について（通知） 

 

 

各校におかれては、日頃から学校における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に取り組ま

れていることに感謝申し上げます。 

４月６日（水）開催の新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部会議（本部長青森県知事）

において、本県独自の対策を４月１０日（日）まで継続するとともに、４月１１日（月）以降につ

いても、全国的な感染の増加傾向や今後の春祭り・イベント等で人出の増加が見込まれることなど

も踏まえ、警戒を緩めることなく、基本的には、これまで実施してきた日常生活や飲食・会食など

に係る感染防止対策を継続しながら、社会活動を維持していくこととされました。 

このことを受け、県教育委員会では、県立学校における４月１１日（月）から当面の間の感染拡

大防止対策を下記のとおりとします。 

 つきましては、教職員に対して本通知の内容を周知するとともに、校長の強いリーダーシップの

下、全ての教職員が感染拡大を生じさせないという強い意識を持ち、常に危機感をもって感染症対

策に取り組むようお願いします。 

また、児童生徒に対して本通知の内容を周知の上、感染拡大防止に留意するよう指導するととも

に、保護者に対しても対策への協力を依頼してくださるようお願いします。 

 なお、本通知の対応については、今後の新型コロナウイルス感染症の発生状況等に応じて変更す

ることがあることを申し添えます。 

 

 

記 

 

 

１ 基本的な考え方 

  校内での新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、次のとおり対策を適切に講じ

た上で学校教育活動を実施すること。 

 

２ 対策の概要（具体的な内容は別紙1のとおり） 

（１）各教科等 

    近距離で一斉に大きな声を出すなど、感染対策を講じてもなお感染リスクの高い学習活動

は慎重に検討すること。 
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